
今年もあと数週間となりました。今年も新型コロナウイルスに明け

暮れした一年であったように思います。農業においても、4 月の低温、

台風による風や雨、土砂崩れなどによる農地への被害など天候不順に

よる影響や鳥獣被害など、苦労の多い一年であったように思います。 

  当支援センターにおいても、至らぬ点が多々あったことと思いますが、

改めて今後も農業者の皆さんのお役に立てるよう、各種事業の推進に努め

てまいりたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。  

これから迎える新しい年はコロナに打ち克ち、皆さんにとって実り多い

良い年になるよう願っております。 

       （ 浜田市農林業支援センター長 岡田 浄 ） 

「てご」とは、方言で「手伝う

（支援する）」という意味です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 12 月 10 日 第 143 号 

                                   浜田市農林業支援センター 

 

 
 

 

 

 

１.新・農業人フェアに参加しました！  

 新規就農者支援チームでは、更なる担い手の確保を目指し

て、大阪で開催された新・農業人フェアに参加しました。 

 フェア当日は、380 名の方が来場し、浜田ブースでも様々な方

から、就農相談をお受けしました。 

 相談では、浜田の顔となる農産物、「大粒ぶどう」や「有機

野菜」等の紹介を行い、また、 今後のオンライン就農相談会

等のＰＲも行いました。20 部以上あった相談会の紹介資料も、

全て配り終えることが出来ました。 

 今後も、新・農業人フェアやオンラインでの就農相談会を通

して、浜田市の新規就農者確保に取り組んでまいります。 

 

２.西条柿の仕上がりを報告しました  
 

 

11 月 1 日（月）いわみ中央西条柿生産組合の稲垣薫組合長ら

は市長を表敬訪問し、西条柿を贈りました。 

今年の西条柿は、開花時期の 4 月上旬の霜の被害を受け、台

風による強風の影響などが心配されましたが、今日までの出荷

状況を見ると、柿の収量は出荷目標の 120 トンを達成しそうで

あり、品質も例年同様に良質であるとの報告がありました。 

組合長は、生産組合が抱える課題について訴え、市長

は、「西条柿は市が振興している農産物なので栽培を維持

してほしい。できる限り応援する。」と伝えられました。 
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３.視察研修を実施しました  

11 月 20 日(土)に、ドローンやリモコン除草機を導入し、共同利用によるスマート農業の推

進や低コスト化生産に向けた取り組みを積極的に進めている金城町の「歩笑夢コーポレーショ

ン」の皆さんと一緒に、圃場整備において先進的な取り組みを行っている津和野町の「 農事組

合法人つつみだファーム」とドローンの共同利用を行っている益田市の「西南ネットワーク」

への視察研修に同行しました。 

「農事組合法人つつみだファーム」は、地域の各農家の営農活動を補完する体制として、集

落の農家全戸で管理・運営されている組織です。少子高齢化での集落維持と農業離れへの対応

として、県事業も戦略的に活用されており、質疑の時間も大変盛り上がりました。 

 また、この集落は古くからの農業用水の確保に苦労しており、圃場整備により大きなため池

を整備し、この「堤」をきれいに保つための活動に集落全体で取り組まれており、住民の団結

意識が高く保たれている印象を受けました。 

 益田市の「西南ネットワークス」は、2 つの農事

組合法人、「横尾衛門」と「城九郎」との「ゆるや

かな広域連携」により県事業を活用してドローンを

導入し、水稲の防除などのスケジュール管理を非常

に効率的に行っておられました。また食品加工やイ

ベントへの取り組み、広報活動も SNS を活用し幅広

い世代に向けた発信力が高い印象を受けました。 

 

４.しまね就農相談会＆セミナーを開催します  

JA しまねと島根県は、しまね就農相談会＆セミナーを開催します。自営就農や農業法人への

就職について、JA しまねの各地区本部の担当者、各市町村の担当者、県の担当者が各ブ

ースで相談をお受けします。お子様などで、新規就農や農林大学校への入学を考えてお

られる方は是非ご参加をご検討ください。 
 

【西部会場】 

開催日：令和 4 年 2 月 6 日（日） 10 時～16 時 

 場 所：浜田合同庁舎 2 階大会議室（浜田市片庭町 254） 
 

《対象者》 

    水田園芸に挑戦したい方 

新規就農に関する支援を知りたい方 

農林大学校に入学したい方 

経営継承を考えている子弟がいる農家の方 

集落営農等の担い手になりたい方など 
 

【申込先】 

ＪＡしまね営農対策部 担い手対策課 TEL(0853)25-8142 FAX(0853)25-8594 

 

当情報誌は、新規就農者、認定農業者、集落営農組織と関係機関の皆様に

配信しています。ご意見や掲載をご希望される場合は下記までご連絡ください。 
 

■ 発刊 浜田市農林業支援センター (農林振興課 普及支援係)  

〒697-8501  島根県浜田市殿町１番地 （浜田市役所 4 階）   

TEL：0855-22-3500   FAX：0855-22-3477    

E-mail：n-shien＠city.hamada.lg.jp 


